
市川市花と緑のまちづくり財団の歩み 

昭和６１年 

１０月２７日財団法人市川市緑の基金設立 

 

昭和６２年 

９月１３日市川市文化会館にて「緑と音楽の祭典」 

市川市山林現状調査 

 

昭和６３年 

写真コンクール、緑化講演会開催 その後毎年実施 

４月１０日市川市動植物園にて「緑化フェア」 

市川市内樹林実態調査 

 

平成元年 

この年より生垣奨励のため助成事業開始 

市内小学生に緑の副読本「木となかよくなる本」配布 

大町公園に萩の植栽 

南行徳公園にシンボル樹植栽 

民有地緑化推進のための「都市緑化推進基本計画」策定 

 

平成２年 

４月２９日（みどりの日）を中心に３０日と２日間行徳駅前公園でイベント開催 

真間山斜面萩の植栽 

国道１４号（千葉街道市川地先中央緑地帯）に花の植栽 

 

平成３年 

緑の基金事務所を里見公園内に開設 

前年度に引き続き公共公益施設へ鉢物の配布 

真間山萩の里の管理 

国道１４号の花の植栽管理 

新たに機関紙「みどり」創刊号の発行 

みどりの相談所開設 

グリーンフェスティバル９１いちかわ開設 

以後、上記事業を毎年継続実施 

 

平成４年 

市内小学校３年生全員に、新たに「緑の副読本」を作成し配布 

生垣設置者の助成、幼稚園保育園の緑化助成、緑化活動団体への助成等 

 

  



平成７年 

真間山斜面萩の里の管理を地域ボランティアに委託 

 

平成１３年 

住所を八幡４丁目２番１号に変更 

 

平成１５年 

収益事業を開始する 

住所を国府台３丁目９番１号に変更 

 

平成１６年 

緑の基金ホームページを公開 

 ドイツ・ローゼンハイム市から「マリア・リサ」が寄贈される 

 里見公園に「ドイツバラコーナー」を整備し、植樹式を開催 

 

平成１７年 

市川市より桜並木整備事業の管理を受ける 

市川市よりバラ園管理業務を受託 

市川市より屋上緑化助成事業の業務を依頼される 

 

平成１８年 

市川市との共同事業による市川市緑と花の市民大学を開校 

市川市よりガーデニングクラブ支援事業の業務を依頼される 

設立２０周年記念事業として市民投票によりオリジナルバラを選出 

「ローズいちかわ」と命名 

 

平成１９年 

講習会事業を拡充 

収益事業を拡充 

 かつて市川駅前にあったバラサンクンガーデンを里見公園の一画に縮小して再現 

 バラボランティア団体「ローズオブ市川」とともに行徳駅前公園、南行徳公園にバラを植栽 

 第２４回全国都市緑化フェアふなばし（アンデルセン公園）に参加 

 

平成２０年 

里見公園にて「ローズいちかわフェア」を開催 

里見公園の一画に「ローズいちかわ」の記念植樹 

小冊子と絵葉書の販売を開始 

 健康都市連合国際大会において駅前から会場までを花飾り 

 

  



平成２２年 

 第６５回全国国民体育大会（千葉国体）において「ちーば君」の花絵作成 

 

平成２３年 

設立２５周年記念事業として「ローズいちかわフェア」を開催 

記念事業の一環として同会場でＩＧＣメンバーに感謝状と記念品を贈呈 

同じくパンフレット「花と緑のまちづくり」を発行 

同じく「由緒あるバラの街 市川」を発行 

同じく「郭沫若記念館」「芳澤ガーデンギャラリー庭園」にバラを植栽 

同じく「東山魁夷記念館」の駐車場に「ナチュラルガーデン」を整備し 

  「Lindenbaum Garten(四季折々の庭)」を発行 

   市川市との共同事業による市川市緑と花の市民大学を閉校 

 

平成２４年 

「素敵なガーデニング講座」を開設 

「ナチュラルガーデナー養成講座」を開設  

「バラボランティア養成講座」を開設 

「緑を守るボランティア講座」を開設 

ケーブルテレビＪＣＮ市川で「みんなで一緒にガーデニング」を放映開始 

大洲防災公園、行徳駅前公園、広尾防災公園のバラ園を拡充整備 

 

平成２５年 

２５年４月１日付けで財団法人市川市緑の基金は解散し 

公益財団法人市川市花と緑のまちづくり財団として生まれ変わる 

「緑を知る講座」を開設 

「公益財団発足記念特別講座」を開設 


